横山の四季：冬

横山の冬は寒いものの、通常は霜や雪は降りません。北風が冷たく感じられることがありますが、横山展望台エリアは山そのものによって厳しい寒さから守られています。

爽やかで澄んだ冬の空気は、山腹の展望台やテラスからの眺めを引き立てます。夏には大抵霞んで見えるはるかかなたの水平線がくっきりと見えます。晴れた日の朝には、富士見台から遠くの富士山まで見晴らせます。

冬になる頃には、落葉樹は葉の多くを落としており、餌を求めて木々の間を移動する鳥の小さな集団が見やすくなります。この時期、メジロ、エナガ、コゲラといった異なる種類の鳥たちは共に集団を作ります。熱心なバードウォッチャーは、桜園の木々がよく見える創造の森入口にある建物をよく利用します。冬には展望台からミサゴが見られることもあります。

初冬には横山天空カフェテラスの近くでヤブツバキが花を咲かせますが、この花は寒さが増すにつれ散ってしまいます。創造の森には、他にもサザンカやヒイラギなどの冬に花を咲かせる植物が生育しています。




	
